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人吉盆地に分布する加久藤火砕流堆積物からみた断層運動について
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はじめ;こ

熊本県南部に位置する人吉盆地は，新第三紀か

ら第四紀の傾動運動で形成された地溝性の盆地

(大谷,1930)とされ，辻村(1932)によって盆

地南東縁を北東一南西に連なる急斜面は黒原山断

層崖と名付けられた．また，千田(2000)は，テ

新世の扇状地堆績物を基準として断層の運動像を

図l扇戦地堆穣物による人吉盆地南縁断層の変位

（千田，2000）

論じており，その垂直変化は約5mと推定し（図

1),この断層を人吉盆地南縁断層として定義した

今回の調査では，扇状地堆績物が堆積するよ馨

も古い加久藤火砕流堆積物(0.33～0.34Ma)̂ r

基準とした人吉盆地南縁断層の運動像を調査こ

た．

地質概説

人吉盆地は熊本県南部に位置し，東西約30km,

南北約15kmの横長の形をしている（図2).

¥A2位慨撰

同盆地の地質については，田村ほか(1962),

塚脇ほか(1986),熊本県地質図編纂委員会(2008

などによって明らかにされている．以下に本地域

の層序を図3に示す．
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あること．

・原地形を生じた火砕流堆積物は，全体としては

均質とみてよいこと．

つまり，火砕流堆秋物は旧地形の凹凸を埋め，

平坦面を形成することで地形をリセットする働き

がある（図4)．

図4原堆械面と溌結後堆械而

図3屑序表（熊本県地質図編纂委口会，2008；相良村市

自然編,1996などによる)。地胴名後の数字は噴出

年代価
このことにより，火砕流堆積物の平坦面を基準と

すれば，地形の変遷を解き明かすための道具の一

つとして利用できる．人吉盆地でみられる般古の岩石は四ﾉ十累層群

に属する堆穣岩で，それを基盤として種々の堆稲

岩や火成岩が分布している．人吉盆地は258万

年～272万年前（鳥井ほか,1999)は湖であり，

そのときの堆械物が人吉胴として残っている．そ

して，その湖が存在しているのとほぼ同じ時期に

は，人吉，佐敷，水俣，大口を結ぶ範囲の肥薩火

山区で活発な火Ill活動があったとされる.その後，

第四紀更新世中期頃から阿蘇や南九州のカルデラ

火山が活動を活発にし，その火砕流堆積物が人吉

盆地に多く流入している．そして，更新世末から

完新世にかけて，扇状地堆俄物や段丘堆積物，沖

積層が堆種している．特に，人吉盆地南縁部には

扇状地堆積物が多く発達している．

人吉盆地に分布する加久藤火砕流堆積物について

1．加久藤火砕流堆積物の概略

加久藤火砕流堆職物の岩相は灰色で強溶結の溶

結凝灰岩である(1*15).本火砕流堆積物は33万

～34万年前,加久藤カルデラ（田島･荒牧,1980）

から噴出したとされている．基底部に細粒で強～

非溶結部が発達するが，ほとんど全域で溶結して

いる．全体の厚さは20mを超える（図6,7).

2．分布地域

加久藤火砕流堆領物は湯前町から錦町の球磨川

の河床，右岸および球磨川支流の火砕流台地の崖

を形成する人吉付近と湯前町の一部を除いて球磨

川以北に主に分布している（図8)．人吉盆地の東

半部の球磨川左岸にはほとんど分布が認められな

いが，これは盆地の沈降を伴う地殻変動による可

能性があることが渡辺・横山(1986)によって指

摘されている．

本研究で人吉市南部の大畑地域に未報告の加久

藤火砕流堆績物を発見した．大畑地域のルート

マップとその露頭をそれぞれ図9，図10に示す．

point1,point2の加久藤火砕流堆積物はとも

に柱状節理が発達しており，旧凹地を埋積してい

た.point2の露頭写真を図10に示す．point2

火砕流堆積物の意義

加久藤火砕流堆秋物やIIl1蘇－4火砕流堆積物(9

万年前)，入戸火砕流唯被物(2万6千～2万9

千年前）など，大規模にI噴出した火砕流堆積物の

つくる原地形は以下のように要約されている（横

山,2003)．

･全体がほぼ瞬時に形成されたものであること．

．（火砕流がまとまって堆械したところでは）原

面はきわめて広大で,しかも平坦面であること．

・原面上は，その形成直後のある期間は無植生で
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図5加久藤火砕流堆穂物の研磨写裏

図6加久藤火砕流堆穣物がつくるヤルダン状河床

（あさぎり町明廿橘付近）

幽
9

においては，四万-'一帯を基溌として不整合で堆積

しており，分布高度が330mであった．

また，人吉盆地南縁部において未発見の加久藤

火砕流堆積物が存在しないかの調査を行った．し

かし，人吉盆地南縁部には大畑地域やその西側の

一部を除いて加久藤火砕流堆積物を確認すること

ができなかった．また，人吉盆地の北側の川辺)l

の谷やあさぎり町の白髪岳南方の狗留孫峡谷沿

い，人吉盆地の西方の芦北町大野盆地などにも

点々と分布があるが，それらはくぼみなどの地形

に偶然トラップされ，基播高度を反映して現在ま

で浸食されずに残ったものであると考えられる．

3．分布高度

人吉盆地でみられる加久藤火砕流堆積物の分布

すると球磨川以北で280mであった．図8中の

図7加久藤火砕流堆職物がつくる急崖

図8加久藤火砕流堆祇物の分布と標高

高度は熊本県地質図編纂委員会(2008)をもとに

実線は280mの等高線をなぞったものである．

ここで，大規模な火砕流は旧地形を平坦面へとリ

セットする働きがあるため，加久藤火砕流も噴出

した当II寺の人吉盆地の地形を平坦面へとリセット

したと考えられ，図8'I'の標高280mの実線の

内側は加久藤火砕流堆積物で埋積されていたと考

えられる．しかし，図11の斜線で示す地域には

加久藤火砕流堆積物が分布しておらず，代わりに

大規模な扇状地堆積物によって埋積されている．

このような大規模な扇状地ができるためにこの地

域がブロック状の凹地ができたからだと考えら

れ，それとともに球磨川沿いにも断層の存在が示

唆される．
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図9大畑地域のルートマツプ（国土地理院発行1:25000地形灰1「肥後大畑」の一部を使用
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図10大畑地域point2の露頭写婁 図11加久藤火砕流堆積物が分布しない地域
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人吉盆地の断層群の運動像

1．加久藤火砕流堆積物からみた断層群の落差

千田(2000)によると，人吉盆地南縁部に分布

する扇状地堆績物や地形図判読から，人吉盆地南

縁断屑の亜直変位は5mであるとされている．

本研究では，加久藤火砕流堆横物の分布商腫に

着目し，垂直変位量を推定した．球磨川以北に分

布する加久藤火砕流堆職物の分布高度と球磨川以

南の加久藤火砕流堆積物がみられない地域，特に

球磨川南左岸の標高を比較した，球磨川以北の

加久藤火砕流堆積物の分布商度は280mであり，

球磨川左岸の.標高は約150mである．よって，

球磨川左岸の地域は加久藤火砕流堆積物が唯職し

た約33万年前から100mを超える変位をして

いることになる．

また，扇状地堆積物は更新世後期に堆積したも

のと考えられ，加久藤火砕流堆積物とは時間的な

ギャップが認められる扇状地唯臓物にも断層群に

よる変位を確認できることから，この|折層群は|瞬

間的に逆動したと考えるよりは，断続的に通勤を

続けているものと考えた方がよいと思われる．

2．球磨川以南の地域における凹地の形成過程

球磨川以南の地域におけるI"!地の形成過線を表

すモデルを1*112に示す．

約250万年前の人吉盆地には人吉湖が形成さ

れ，その湖底には人吉階上部屈となる湖成堆職物

が堆穣した．この頃にはすでに人吉盆地を形成す

る断隔が存在し，活動を継続していたと考えられ

る（図12a).

約33万年前になると，加久藤盆地からl噴出し

てきた加久藤火砕流が人吉盆地を埋積し，人吉屑

上部層を種うように標高280m以下の低地に堆

積したと考えられる（図121)).

それから現在に至るまで人吉盆地南縁断屑の運

動に伴い，球磨川左岸の地域が加久藤火砕流堆職

物とともに陥没し，その凹地に大規模な扇状地

が形成されたと考えられる（図12c).このため，

この地域には加久藤火砕流堆職物の分布がみられ

ないことになる．この断晒群の運動に取り残され

たものが現在の大畑地域などの点々と分布する加

久藤火砕流唯植物であると考えられる．

1

,?&到砿融言暦上部厨の縦侭

へ百一/~~1
』'蝋

へ‐、一戸~一
年前～現在
線断層等の運動と球磨川以南地域の陥没、それに伴う扇

変位園を撤測した畑捌物

圃扇状地"物，｡万“”久泌勝鯛"”
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園加久藤火砕流雌”
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図12人吉術地の形成史モデル
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3．球磨川左岸地域の現状

図11の斜線部における加久藤火砕流堆職物罫

分布がみられない地域は大規模な扇状地唯植物;こ

覆われている．この扇状地唯職物は砂や牒など蕊

径が大きいものから桃成され，そこを流下する諌

川は伏流しやすく，枯れ川となりやすい．人吉芽

地には“水無川”という川も存在し，この地域力、

扇状地特有の地下水特性を示している．

図13鼠川の様子
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また，この地域の河川は図13のように両河岸

と河底をコンクリートで固めた3面貼りで，河川

の流水が伏流しないようにしてある．

まとめ

人吉盆地南縁断層の運動像については千田

(2000)は扇状地堆積物を基準とした地形図判読

によれば，その垂直変位は約5mと見積もられ

ている．しかしながら，今回の調査によって，約

33万年前に堆積している加久藤火砕流堆積物を

基準に判断すれば,130m以上の垂直変位があ

ることが推測できた．
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